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支
部
単
独
で
は
維
持
管
理
が
困
難

問
常
磐
川
は
現
在
、
排
水
路
と
し
て

の
位
置
づ
け
だ
が
、
県
の
河
川
指

定
は
で
き
な
い
か
。

町
長
常
磐
川
は
両
総
土
地
改
良
区
の

下
部
組
織
で
あ
る
両
総
土
地
改

良
区
管
理
委
員
会
常
磐
支
部
が
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
支
部
か
ら
は
両
総
土
地

改
良
区
に
対
し
、
改
修
の
要
望
が
さ
れ
て

い
る
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
着

手
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
2
級
河

川
と
し
て
県
の
管
理
と
す
る
の
は
、
か
な

り
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、ま
ず
は
、

両
総
土
地
改
良
区
と
県
と
の
話
し
合
い
が

円
滑
に
進
む
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●�

旧
常
磐
小
外
周
道
路
法
面
の
草
刈
り
等

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

●�

株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｕ
と
の
施
設
賃

貸
条
件
に
つ
い
て

※機能別消防団…通常の消防団を補完するもので、専門技術や能力を活かしながら特定の消防活動にかかわる消防団

問
移
転
代
替
地
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

空
港
地
域
振
興
室
長
土
地
提
供
に
関
す

る
情
報
も
寄
せ
ら

れ
、
年
明
け
か
ら
グ
ッ
ド
マ
ン
と
話
を
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
話
し
は
、
個
人

情
報
の
整
理
後
に
な
り
ま
す
。
エ
リ
ア
内

の
方
の
移
転
先
と
住
宅
地
の
検
討
は
始
め

て
い
ま
す
。

問
地
権
者
の
方
々
に
は
、
こ
れ
で
も

か
と
い
う
ぐ
ら
い
町
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

空
港
地
域
振
興
室
長
地
権
者
に
よ
っ
て

は
町
職
員
が
同
席

す
る
こ
と
で
要
望
が
言
い
づ
ら
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
体
制
強
化
が
で
き
る
か
、
必
要
な

対
応
を
適
切
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問
消
防
団
員
の
減
少
に
対
処
す
る
た

め
、千
葉
市
の
よ
う
に
「
機※

能
別
消

防
団
」
の
導
入
を
提
案
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、大
規
模
災
害
対
応
の
「
大
規
模
災

害
団
員
」
と
、広
報
活
動
を
行
う
「
広
報

団
員
」
の
2
種
類
を
設
け
る
方
法
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、女
性
を
含
む
多
様
な
人
々

問
農
地
の
貸
し
借
り
の
受
け
皿
と
な

る
農
地
バ
ン
ク
、
い
わ
ゆ
る
農
地

中
間
管
理
機
構
の
活
用
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

産
業
経
済
課
長
令
和
5
年
4
月
に

農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
計
画
を

策
定
し
た
地
域
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
担

い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
方
へ
農
地

を
貸
し
付
け
る
と
い
う
形
に
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
農
業
に
精
通
さ
れ
た
方
々
と

連
携
し
て
い
き
な
が
ら
、
農
業
者
の
方

の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、
農
地
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
遊
休
農
地

の
解
消
に
向
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

東
西
連
携
に
よ
る
活
性
化
を

問
空
港
機
能
強
化
・
多
古
IC
開
通
に

伴
う
町
の
東
西
格
差
の
認
識
は
。

町
長
町
の
西
側
で
は
、
グ
ッ
ド
マ
ン

ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
物
流
拠
点
の

整
備
や
、
戸
田
建
設
な
ど
と
連
携
し
た
多

古
IC
付
近
の
産
業
拠
点
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
東
側
で
は
、
農
業
地
帯
で
高
齢

化
が
進
む
一
方
、
イ
オ
ン
㈱
と
の
保
全
事

業
や
東
京
カ
ス
テ
ラ
パ
ー
ク
、
T
A
C
O 

G
L
A
M
P
な
ど
、
民
間
の
力
を
生
か

し
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
東
西

地
域
の
異
な
る
特
性
や
強
み
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

で
町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
久
賀
・
常
磐
地
区
の
農
業
と
国
際
物

流
拠
点
の
連
携
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長
多
古
IC
の
開
通
で
圏
央
道
と
直

結
し
、
物
流
効
率
化
や
販
路
拡

農
地
の
継
続
を

問
町
の
遊
休
農
地
の
現
状
は
。

町
長
令
和
7
年
度
末
現
在
の
遊
休
農

地
は
、
水
田
２
２
６・
６
ha
、

畑
１
１
８・
３
ha
の
合
計
3
4
4・9
ha

で
あ
り
、
5
年
間
で
1
0
6・4
ha
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
耕
作
面
積

３
１
２
０
ha
の
約
11
％
に
相
当
し
ま
す
。

問
農
地
を
継
続
し
て
使
っ
て
い
く
た

め
に
、
国
で
法
定
化
さ
れ
た
地
域

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
課
長
令
和
7
年
3
月
末

ま
で
に
24
地
区
と

い
う
形
で
策
定
が
終
了
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、担
い
手
が
引
き
受
け
る
面
積
は
、

町
の
耕
作
面
積
の
約
3
分
の
1
で
し
た
。

た
だ
、
残
り
の
面
積
が
耕
作
さ
れ
な
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
計
画
に
載
っ

て
い
な
い
農
家
の
方
々
も
引
き
続
き
耕
作

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
は
地
域
計
画
を
基

に
、
担
い
手
の
集
約
、
新
規
就
農
者
な
ど

新
た
な
担
い
手
の
確
保
、
規
模
拡
大
の
支

援
と
い
っ
た
施
策
を
複
合
的
に
展
開
し
、

10
年
後
、
20
年
後
の
農
地
を
守
り
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
農
業
の
中
核
で
あ

る
久
賀
・
常
磐
地
区
で
は
、
安
定
生
産
と

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
新
た
な
販
路
の
確
保

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
担
い

手
確
保
や
企
業
進
出
が
促
進
さ
れ
る
と
考

え
ま
す
。
地
区
の
特
色
を
生
か
し
、
持
続

可
能
な
農
業
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
久
賀
・
常
磐
地
区
と
多
古
IC
を
結

ぶ
西
玉
線
な
ど
の
道
路
整
備
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
具
体
的
な
考
え
は
。

都
市
整
備
課
長
町
で
は
久
賀
・
常

磐
地
区
を
通
る
3

路
線
を
30
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
古
IC
の
開
通
で
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

変
わ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
や
N
A
A

と
連
携
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、

全
て
の
狭
い
道
路
の
拡
幅
は
大
き
な
予
算

や
用
地
買
収
、
時
間
を
要
す
る
た
め
不
可

能
で
す
。
そ
の
た
め
、
車
に
合
っ
た
ル
ー

ト
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
通
行
可
能
な
既

存
道
路
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
・
生
活
環
境
の
支
援
は

問
高
齢
者
等
介
護
用
品
助
成
制
度
の

現
状
と
ニ
ー
ズ
の
適
合
へ
の
考
え

は
。

や
体
操
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
企
業
誘
致
で
得
ら
れ
る
税
収
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
福
祉
施
策
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

問
久
賀
・
常
磐
地
区
の
人
口
減
少
、

高
齢
化
、
離
農
者
の
急
増
に
対
す

る
危
機
感
は
。

空
港
ま
ち
づ
く
り
課
長
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
う
既
存
集

落
の
維
持
は
「
町
の
課
題
」
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
町
の

活
性
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

向
上
な
ど
、
集
落
維
持
の
た
め
の
対
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

問
東
部
地
区
の
人
口
減
少
に
対
応

し
、
生
活
道
路
整
備
と
福
祉
交
通

に
つ
い
て
優
先
的
に
支
援
す
る
特
別
枠
を

つ
く
る
考
え
は
。

空
港
ま
ち
づ
く
り
課
長
特
別
枠
を
つ
く
る

予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り

で
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

と
な
り
ま
す
。ま
た
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
け
が
目
的
で

は
な
く
、
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
や

W※

e
l
l
︲
b
e
i
n
g
社
会
に
役
立

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
公

共
交
通
と
何
を
連
携
さ
せ
て
い
く
か
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
公
共
交
通
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー

ダ
ー
系
の
部
分
に
な
る
新
し
い
交

通
手
段
な
ど
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

企
画
政
策
課
長
確
か
に
枝
葉
と
な

る
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

の
部
分
の
改
善
が
必
要
で
す
。
既
存
の
交

通
と
新
た
な
交
通
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く

と
い
う
と
こ
ろ
を
、
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
が
多
く
の
方
々
の
生
活
の
質
の
向

上
に
繋
が
る
よ
う
、
よ
り
良
い
形
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
本
町
の
介
護
用
品
助
成
制
度

は
、
要
介
護
4
・
5
の
在
宅

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
目
的
に
紙
お
む
つ
な
ど
を
支
給
す

る
も
の
で
、
支
給
限
度
額
月
８
５
０
０
円

で
す
。
令
和
7
年
度
の
実
績
は
46
人
、
約

２
３
０
万
円
で
す
。
軽
度
者
か
ら
の
ニ
ー

ズ
も
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
介
護

度
の
高
い
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
利
用
者
か
ら
は
支
給
内
容
の
充
実

を
望
む
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
支
給
品

の
単
価
高
騰
や
必
要
量
の
適
合
に
つ
い
て

常
に
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

問
久
賀
・
常
磐
地
区
の
福
祉
、
生
活

環
境
の
整
備
状
況
は
。

町
長

3
月
に
多
古
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
協
力
で
「
ド
ラ
イ
ブ

サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い
・
お
で
か
け
便
」
を
実

施
し
、
買
物
や
交
流
の
場
を
創
出
し
ま
し

た
。
本
年
度
も
10
月
に
1
地
区
で
実
施
予

定
で
す
。
ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
の「
ふ

れ
あ
い
交
流
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
対
象
に
月
1
回
、
茶
話
会

公
共
交
通
の
充
実
を

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
2
台
か
ら

3
台
体
制
に
な
っ
た
の
に
、
利
用

者
が
減
少
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

町
長
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
度
末
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
約
7
割

の
方
か
ら
良
好
な
回
答
を
得
ら
れ
た
も
の

の
、
約
3
割
の
方
が
不
満
に
思
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
予
約
が
取
れ
な

い
、
特
に
午
前
中
が
取
れ
な
い
、
待
ち
時

間
が
長
い
な
ど
、
利
用
者
の
減
少
に
つ
な

が
る
回
答
と
考
え
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
効
率
的
運
行
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
公
共
交
通
会
議
で
は
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
必
要
性
、
ま
た
事
業
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

企
画
政
策
課
長
目
標
達
成
に
向
け

て
は
、
利
用
率
の

向
上
、
料
金
回
収
を
増
や
す
こ
と
が
必
須

東
西
地
域
の
特
性
を
生
か
し
活
性
化
を
図
り
ま
す

答

多
古
IC
開
通
に
伴
う
町
の
発
展
方
針
は

問

未来の農地を守るために

地域で支える高齢者の暮らし交通で支える住民生活

開通目前の多古IC

※Well-being（ウェルビーイング）社会…個人の身体的・精神的・社会的な健康が持続的に満たされ、誰もが自分らしく幸福に生きられる社会 

所要時間 90
分

橋本 孝之 議員

所要時間 60
分

行橋 千春 議員

2026.10.25 vol.122 多古町議会だより11 102026.10.25 vol.122 多古町議会だより

町
民
の
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す

答

使
い
や
す
い
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

問


